
 

とうきょう すくわくプログラム実践報告書(八王子市) 

施設名 敬愛こども園 

担当者名 森 恵美子 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

 

 

４．探究活動の実践 

光と触れあおう！ 

 

・6 月→光のテーブル、アクリル積木、セロファン 

・9 月→タッチライト、プッシュライト、非常用のランタン、色水が入っているペット

ボトル 

・12 月→子供家庭用プラネタリウム（プロジェクターライト） 

 

 

お子様が発見した光の反射を遊びの中に取り入れて、更に遊び方を工夫し光にたくさん触

れて遊びを広げながら光の変化を感じてみる。 

 

 

・6 月→光のテーブルを使用して光の変化をや窓から差し込む光にセロファンを当て

て床に映る様子を見る。 

・９月→タッチライトやプッシュライト、非常用のランタンを使用して光に触れなが

ら光の強弱や変化を観察した。 

・12 月→サンタさんからのプレゼントの子供家庭用プラネタリウムを使用して天井に

映して光の変化や映像の動きを見て楽しむ。 



＜活動の内容＞ 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・6 月→光のテーブルにアクリル積木を置いてアクリル積木の光様子を観察したり、アクリ

ル積木に触れたり動かして光の変化を楽しむ。 

・9 月→お部屋を暗くしてタッチライトやプッシュライト、非常用のランタンをつけたり消

したり、光の強弱や光の色を変えながら、その変化を楽しむ。また、棚の中に入っ

て使用したりタッチライトを何個も重ねてみたりと遊び方も広げる。 

・12 月→お部屋にプラネタリウムを設置し、その様子を見てお友達と一緒に楽しむ。 

 

 

 

・お子様の気づきや遊びに直ぐに寄り添い、興味関心や遊びが広がるように媒体や材料を

用意できたことが良かった。 

・ひとつの遊びから、順序よく媒体や材料を増やすことで遊びを広げることが出来た。 

・お子様の「やりたい」に寄り添うことで、どんどんと遊び方が変わり表情や表現も豊

かになっていく様子が感じられた。 

 

 

 

活動の様子が分かる写真 2 枚以上を貼付してください。 

（HP などで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。） 

・6 月→窓から差し込む光が鏡付きの玩具に反射したのに気がついたお子さまの発見に、保

育者が鏡付きの玩具を移動させて光を移動してみた。また色付きのセロファンを

窓に貼り差し込む光がどうなるかをお子さまと一緒にみて楽しく観察した。 

・9 月→タッチライト、プッシュライト、ランタンを準備しお子様の動きに合わせながら

「色が変わったね」「綺麗に光るね」などの声かけをして遊びを広げた。 

・12 月→お部屋の天井に広がった映像に興味を示すよう「きれいだね」「すごいね」と声か

けを行った。 

・写真や動画で記録した。 

 

 

 

 



 

とうきょう すくわくプログラム実践報告書(八王子市) 

施設名 敬愛こども園 

担当者名 西山 有沙 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

２．活動スケジュール 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

 

・どんな色ができるか試してみよう（絵の具遊び） 

・自分だけの模様を作ってみよう！（マーブリング） 

・スパッタリングにチャレンジしよう 

 

・絵の具…指絵の具、ポスターカラー、生活素材、パレット、筆、ローラー、野菜スタンプ 

・マーブリング…マーブリング溶液、半紙、バット 

・スパッタリング…指絵の具、茶漉し、筆、画用紙 

 

 

 

＜テーマの設定理由＞ 

６月に絵の具遊びで混色を楽しみ、生活素材を使って様々な模様作りを楽しんだ。さら

に絵の具遊びを楽しみ、様々な技法があることをお子さま達に知ってもらいたいと思

い、調べていく中で“マーブリング”という技法に興味を持つ姿が見られたため。 

 

 

 
6 月→絵の具遊びをしよう！…園内のアートデイとして、絵の具を使用した作品作り、

混色を楽しむ活動 

 

7 月→マーブリングに挑戦しよう！…マーブリング溶液で好きな模様を作りをし、うち

わと栞作り 

 

9 月→スパッタリングをしよう！…黒い画用紙で色の映り方を見る、技法を知り、創作

劇の大道具作りに繋げる。 

 



 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

 

6 月→園内のアートデイとして、絵の具を使用した作品作り、混色を楽しむ活動を行った。

単色の指絵の具を使った混色に挑戦した後は、色の不思議についてみんなで調べたり混色

した絵の具の色を使用できるようになった。 

7 月→マーブリングに挑戦しよう！…マーブリング溶液を使用し、好きな模様を作り楽し

んだ。マーブリングした用紙をうちわにしたり、栞にして敬老の日のプレゼントにして渡

した。 

9 月→スパッタリング…黒い画用紙に描いてみたい、筆を使ってダイナミックに表現した

い気持ちを実現できるよう、筆や茶漉しを使って描くことができた。 

 

 

 

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等） 

・絵の具遊び…赤、青、黄、白のみ絵の具を用意すると、使いたい色がなくて悩んでいる様

子だった。保育者の自分で作ってみるのはどうか？という言葉掛けと、色を混ぜたらでき

るのでは？というお子さまの発想力で混色遊びに発展した。絵の具の量によって濃さも変

化し、自分のイメージした色へと近づけるためにお友達同士話し合いながら楽しむ姿が見

られた。 

・マーブリング… 絵の具を混ぜた時に気が付いた混ざりすぎていない状態がマーブリン

グの模様に似ていて、様々な技法に興味を持ち始めていたお子さま達。使う色や混ざり具

合を調節したり、変化していく様子を楽しんだ。また、自分達だけでなく、敬老の日のプレ

ゼントにしたいという声から、栞にして楽しんだ。 

・スパッタリング…筆の使い方によってできる模様の違いに気づき、試行錯誤しながら描

く姿が見られた。その後の冬頃に行った創作劇の大道具や小道具作りに活かされていった。 

 

 

 

 

 



 

５．振り返り＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

色をテーマに、絵画造形活動を通して様々な技法や用具に興味を持つことができた。色の

混色やマーブリング、スパッタリングなど、初めから答えやきっかけを言うのではなく、実

際にやってみることや、試行錯誤しながらみんなで話し合ったり、試してみることを大切

に活動を行っていった。保育者が何度もチャレンジできる環境や、お友達同士で話し合え

る環境を作っていくことで、お子さま達の知的好奇心や探求心へと繋がっていったと思う。 


